
エクシオグループのCSR活動
エクシオグループ株式会社

１．はじめに

　当社グループの「技術力を培う」
「豊かさを求める」「社会に貢献す
る」というグループ理念は、「エク
シオグループは何のために存在する
か」という社会的な存在目的を明ら
かにしたものです。
　エクシオグループの最大の存在基
盤は、技術力です。
　どのように時代が変わっても、常
により優れた技術、一歩進んだ技術
を追い求め、それを自分たちのもの
にしていく企業集団をめざしていま
す。そして、培った技術力は、人々
のより豊かな生活環境をつくりだす
ために発揮されることが必要です。
　このことを通じて、社会により大
きな貢献を果たし、社会から価値の
ある存在として認められる企業であ
り続けたいと考えています。

２．環境マネジメント

〇基本的な考え方
　地球環境と共生していくことは、
企業にとって社会的な責任であり、
SDGs達成への前提となっていま
す。
　当社グループは、通信キャリア、
都市インフラ、システムソリュー
ションの各事業活動を通じた社会課
題の解決を行うとともに、その事業
活動においても環境との調和を念頭
に置き、事業活動に伴う環境負荷の

低減に努めています。
〇環境マネジメントシステムの活用
　当社グループは、2000年５月よ
り継続して認証を獲得している環境
マネジメントシステム（ISO14001）
の推進にあたり、PDCAサイクルに
よる全社的な環境保全活動を通じ、
継続的に環境負荷の低減に努めてい
ます。
〇事業活動による環境負荷の把握
　当社グループでは、事業活動に
伴って発生する環境負荷をできるだ
け低減するため、資源・エネルギー
の使用量の把握と抑制に努めていま
す。
〇地球温暖化への取組み
　当社グループでは、環境経営の実
践のため、温室効果ガスの排出量削
減に継続して取り組んでいます。本
年策定した「2030ビジョン」では

「ESG経営の実践」を宣言し、「中

期経営計画」では、2025年度まで
にグループにおける使用電力をすべ
て再生可能エネルギー由来電力とす
ることや、CO2排出量を2020年度比
10％減とする目標値を設定してい
ます。
　また、保有車両の低公害車への変
更や、社屋建設における太陽光自家
発電設備の導入など、さらなる省エ
ネに取り組んでいきます。
〇廃棄物の抑制と再資源化の促進
　当社グループでは、工事の際に排
出される産業廃棄物とオフィスなど
から排出される一般廃棄物を対象
に、廃棄物の排出抑制と適正処理に
取り組むとともに、再資源化の促進
に努めています。
　アスファルトおよびコンクリート
殻、電線屑などについては、分別管
理による適正処理を行い、再利用・
再資源化を徹底しています。また、

▼「サステナブル・オフィス」をコンセプトにした南関東支店が、�
　神奈川県のネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ZEB※）導入事業に認定
　2021年に完成した南関東支店（神奈川県横浜市神奈川
区）では、「サステナブル・オフィス」をコンセプトとし
た環境に配慮した設備を積極的に導入しています。
　具体的には、太陽の放射熱を低減する窓や断熱性能の
高い外皮などにより「建築物の性能向上」を図るととも
に、エネルギー消費量の多い空調を人感センサーにより
制御し効率化したり、照明のLED化、電力使用量を見え
る化し分析・削減をするエネルギーマネジメントシステ
ムを導入したりすることで、同規模の標準的なビルに比
較して消費エネルギーを51％削減します。また、太陽光
発電設備（50kW）を設置することで、実質のエネルギー
削減量75％を実現し、ZEB化（Nearly ZEB）の基準を満
たしています。
　なお、本計画は、神奈川県が取り組む「かながわスマー
トエネルギー計画」のネット・ゼロ・エネルギー・ビル（以
下、ZEB）導入事業に認定されています。

※�ZEB：設備システムの高効率化による
省エネにより消費する建築物のエネル
ギー量を大幅に削減するとともに、太
陽光発電などの創エネによりエネル
ギー収支「ゼロ」をめざした建築物
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３．人財

〇人権の尊重
　当社グループでは、企業活動を推
進するにあたり、社員１人ひとりが
いきいきと働ける職場環境を提供す

るため、人権の尊重を重要視し、人
権意識の啓発・向上のための研修を
実施しています。また、コンプライ
アンス推進活動の中でも、研修など
を通じてジェンダー、信条、国籍、
障がいの有無、性的指向、性自認等
の基本的人権にかかわる、いかなる
差別的待遇も許容せず、個人の尊厳
と個性を尊重することを強く求めて
います。
〇人財育成
・基本的な考え方と推進体制

　“人財”第一主義を基本に、新入社
員研修、階層別研修、技術研修、営
業研修、選抜者研修など、さまざま
な研修のほか、資格取得奨励制度や
通信教育制度などの自己啓発支援を
行い、成長機会の提供および社員に
よる積極的な活用に力を注いでいま
す。さらに、ニューノーマル時代に
対応した研修としていくため、研修
のオンライン化を進めています。
　また、急速な技術革新により新た
なサービスが短期間かつグローバル
レベルで拡大する中、その対応には
即戦力人財の確保、育成が急務に
なっています。そこで、事業環境変
化への適応力を人財開発の面から強
化することを目的として、2021年

７月１日付で人財開発部を新設しま
した。人財開発部では、採用、研修、
CDP（キャリアデベロップメント
プログラム）に基づいた人財開発を
行うとともに、多様な人財が活躍で
きるようダイバーシティ＆インク
ルージョン施策を推進します。
〇働き方改革
・基本的な考え方

　労働時間管理の適正化と長時間労
働の是正に向けて、労使トップによ
る共同宣言を発出し、社員の意識改
革、具体的施策の実行など、労働関
連法令遵守、メリハリのある働き方
推進、組織横断的な業務効率化、心
身の健康維持・増進に向けた改革に
取り組んでいます。また、エリア基
幹職制度（地域限定社員制度）やテ
レワーク制度を設けるなど、多様・
柔軟な働き方の実現にも取り組んで
います。
　政府が推奨する「新しい生活様
式」「働き方の新しいスタイル」を
取り入れた、新しい働き方の推進展
開にも取り組んでおり、①業務の見
直し（業務棚卸、業務評価等）②環
境整備（PC・作業環境改善等）③
健康配慮（メンタルケア体制整備
等）④制度充実（通勤スタイル見直
し、在宅勤務費用の制度化等）に取
り組むなど、誰もが安心していきい
きと働ける職場環境の形成に努めて
います。
・テレワークの推進

　2018年７月にテレワーク勤務規
則を大幅に改定し、在宅勤務、サテ
ライトオフィス勤務、モバイル勤務
がより柔軟に利用できるようになり
ました。コロナ禍では、在宅勤務の
利用回数制限と利用対象者の制限を
廃止することで、利
用者も大幅に拡大し
ました。また同年か
ら各省庁が推進した

工事材料の適正量使用の推進、梱包
材の納入業者への引取りの要請、現
場パトロールによる再資源化への取
組指導などを行っています。

▼�海洋および沿岸の生態系に関する悪
影響を回避する工法を導入

　アースシャトル（弧状推進）工法と
は、通信・電力陸揚げ管、水道送水管、
海水取水管、洋上風力高圧ケーブル敷設
管など海底を保護したまま、必要な管径
を必要な場所まで築造できる工法です。
漁場やサンゴ礁自然保護区、波浪により
管やケーブルの損傷が懸念される場所に
最適です。
　今後の再生可能エネルギー源として有
力視されている洋上風力発電では、海底
ケーブルによる生物多様性への影響が懸
念されていることから、当社グループで
は、その解決策として、この手法を重要
な取組みの１つとして考えています。

弧状推進（アースシャトル）工法の
概要

CDPに基づく研修体系図
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テレワーク・デイズにも積極的に参
加し、従業員の利用促進に取り組ん
でいます。
　なお、これらの取組みが評価さ
れ、当社は2018年11月、総務省が
実施する平成30年度「テレワーク
先駆者百選」に選定されました。
〇�ダイバーシティ＆インクルージョン
・女性活躍推進

　当社では、女性活躍推進法に基づ
く行動計画を策定し、数値目標等を
公表しています。目標に向けた女性
の積極採用、女性幹部や管理職育成
計画の作成などさまざまな取組施策
を実施し、女性の活躍機会創出や支
援を行っています。
　こうした取組みの結果、当社は厚
生労働大臣による「えるぼし」企業
認定を受けています。
　また、経済産業省と東京証券取引
所によって、「女性活躍推進」に優
れた上場企業として、令和元年度

「なでしこ銘柄」、令和２年度「準な
でしこ」選定に続き、３年連続３度
目の選定となります。

・障がい者雇用促進

　障がいがあるないにかかわらず、
すべての人がその能力と適性を最大
限発揮し、いきいきとした生活を送
ることができるよう、障がい者雇用
に積極的に取り組んでいます。
　ダイバーシティ推進室の社員全員
が障害者職業生活相談員資格認定講

習を修了しており、採用時には希望
勤務地、職種、スキル、障がいの配
慮事項を丁寧にヒアリングし、受入
組織とのマッチングを行っていま
す。入社後も定期的に本人と配属部
門に状況を確認するなど安心して活
躍できるよう努めています。
　また、あらゆる障がい特性の方が
活躍できるように、新たな職域の創
出にも取り組むとともに、専門技術
を保有している方も積極的に採用し
ています。

▼都営地下鉄三田線・大江戸線の４編成の車両
優先席エリアにマタニティマーク・ヘルプマー
クのタイアップ広告を実施

▼ダイバーシティ インクルージョン（ ）に
取り組む企業を認定するアワードにて最上位の
認定となる ＆

を受賞

・外国人の雇用

　アジア地域を中心としたグローバ
ル事業の推進や会社の国際化・活性
化を図るため、日本と海外双方で活
躍が期待できる外国人学生の積極的
な採用に取り組んでいます。
・ダイバーシティ推進研修の実施

　経営戦略としてのダイバーシティ
推進の必要性の理解、推進における
当社課題を認識するため、上位層よ
り研修を実施しています。経営層、
管理職向けには、多様な人財へのマ
ネジメント手法やキャリア形成支援
に対する考え方を学び、職場での実

践につなげます。
　今後は、さらに幅広い層へも拡大
し、多様な価値観を認め合う、活か
す風土醸成のための研修を実施して
いきます。
　また、こうした取組みの結果、当
社は、「work with Pride」が策定し
た職場におけるLGBTQなどのセク
シャル・マイノリティに関する取組
評価の指標を定めた「PRIDE指標
2021」 において、昨
年のブロンズ認定に
続き、シルバー認定
を取得しています。
〇ワーク・ライフ・バランス
・仕事・家庭の両立支援

　男女を問わず、「仕事と育児」「仕
事と介護」を両立し、安心して長く
働き続け、活躍できるよう、法定を
超える両立支援制度を整備し、定期
的に従業員に説明会を開催していま
す。
　当社では、次世代育成支援対策推
進法に基づく行動計画を策定し、目
標等を公表しています。目標に向け
制度の拡充や説明会の実施、企業主
導型保育所の整備などを積極的に行
い、男女問わず仕事と育児の両立し
やすい環境整備に取り組んでいま
す。また、子育てサポート企業とし
て、2015年に厚生労
働大臣認定の「くるみ
ん」マークを取得しま
した。
〇健康経営
・長時間労働の削減

　ワーク・ライフ・バランスの取組
みとして、有給休暇の年間取得目標
を設定するとともに、大型連休、夏
季休暇、年末年始休暇等に年次有給
休暇を組み合わせる連続休暇取得促
進や週１回の「ノー残業デー」を推
進するなど社員が働きやすい環境形
成を図っています。
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　また、時間外労働の削減にも積極
的に取り組んでいます。
・心身の健康維持・増進

　協和エクシオ健康保険組合との連
携により、社員に対する定期健康診
断、人間ドックはもとより、家族を
含めたウォーキングキャンペーンな
どを実施し、社員と家族の健康管理
や健康増進に努めています。
　メンタルヘルスにおいては、スト
レスチェックによるセルフケアはも
ちろんのこと、組織診断の結果に応
じた産業医によるラインケア研修を
実施するなどの取組みを行っていま
す。また、時間外労働が多い社員に
対しては、産業医、保健師との面談

（各月７回）を設定し、フィジカル、
メンタルの両面からケアを行ってい
ます。

４．労働安全衛生

〇労働安全衛生マネジメント
・安全品質文化形成への取組み

　当社グループがコアコンピタンス
とする情報通信設備工事では、「安
全・品質の確保」が最重要です。そ
こで、当社グループでは、「死亡・

重傷事故ゼロ」「第三者を受傷させ
る事故ゼロ」などを目標に掲げ、下
表の管理体制のもと、安全への取組
みを推進しています。
　また、社員１人ひとりがその重要
性を十分に理解し、それが自然に行
動となって表れるように「安全品質
文化の創造」から始まり昨年度まで
の「安全品質文化の原点回帰」と５
次にわたる中期計画で取り組んでき
ました。
　2021年度からの５カ年は「安全
品質文化の進化」をスローガンと
し、今までの安全・品質文化を進化

（深化・進展）させる取組みとしま
す。そのためにも、今までのキャリ
ア事業等で培った建設・保守に関す
る高い完遂力を基盤に、世の中の
ICTを活用した好事例等を積極的に
学習し社内ルールと融合（ベスト
ミックス）することで、事故撲滅は
もちろんのこと、品質向上と付加価
値の創出の取組みを強化していきま
す。また、「未来のために」、「仲間
のために」、「お客様との信頼を第一
に」の３本柱をモットーに取り組ん
でいきます。

５．コーポレート・ガバナン
スの体制と取組み

・コンプライアンス

　高い倫理観を持って事業運営を進
め、役員および社員１人ひとりのコン

プライアンスに基づく誠実な行動に
より社会的責任を遂行していきます。
・内部通報制度

　コンプライアンスに関する窓口と
して、社内通報先の「サポートデス
ク」の設置や、顧問弁護士へ直接連
絡できる「弁護士ホットライン」な
どを設置しています。当社グループ
全従業員には「コンプライアンス
カード」を配布し、通報先や利用方
法の周知を実施しています。
　通報者のプライバシーは厳重に保
護するとともに、利用者が不利益を
被らないよう万全の体制で対応し、
解決に努めています。
・コンプライアンス研修

　年１回以上、経営層と全従業員を
対象にコンプライアンス研修を実施
しています。
　外部講師を招いた経営層向けの研
修は、代表取締役をはじめとする役
員、本社部長、支店長、グループ会
社社長などを対象として、コンプラ
イアンス基礎研修は全従業員を対象
として実施しています。
　また、階層別研修にコンプライア
ンスを取り入れ役職に沿った内容の
研修を行い、実効的な啓発を実施し
ています。
・コンプライアンス推進強化月間

　「コンプライアンス推進強化月間」
を定め、コンプライアンスのさらな
る定着を図っています。期間中は、

エクシオグループ基本行動宣言

　私たち、エクシオグループの役員および従業員は、エクシ
オグループ・コンプライアンス・プログラムに基づき、常に法
令はもちろんのこと、その背後にある精神を含めた企業倫
理を遵守することを当然の前提として、社会的に価値の高
い活動を実践し、社会に貢献します。
　役員、従業員を問わず、私たちが会社の事業として行う
活動において法令および企業倫理を遵守することは、会
社が社会を構成する一員である以上、会社存立の大前提
でありますし、社会における一個人としてそれらを遵守する
ことは、社会人の良識として当然のことです。
　また、これらを通じて社会から信頼される存在であり続け
ることは、私たちのグループ理念の一つである「社会に貢
献する」ために不可欠な要素です。
　私たちは、上記のことを踏まえ、自らの活動において収
益か倫理かの選択を迫られた場合においては、迷わず法
令および企業倫理を優先させます。

●コンプライアンスマニュアル
（グループ理念、基本行動宣言、内部統制システム基本方針、遵守事項など）
●各グループ会社リスク別マニュアル
●コンプライアンス研修資料など

●コンプライアンス評価
●モニタリング

●コンプライアンス計画
●コンプライアンス研修
●サポートデスク
●弁護士ホットライン

フォロー 展開
体制

ツール

コンプライアンス・プログラム

推進体制

14 Raisers 2022. 5



エクシオグループのCSR活動 エクシオグループ株式会社

　昨今の重要な社会課題に対する取
組みや、関連事業への積極的な参画
をはじめ、自らアイデアを出し創意
工夫をし、より強固な基盤作りに邁
進します。
　また、グループ全体最適の観点を
常に意識しつつ事業の健全な成長を
めざし、DXを有効活用することで
生産性の向上とともに新たな価値創
造を志向していきます。

ポスターの掲示や従業員向けメール
マガジンの配信などの施策を展開し
ています。

６．おわりに

　2030年に向け、業績目標達成に向
けた事業戦略だけでなく、６つのテー
マ（安全・品質・BCP、環境・エネ
ルギー、人財戦略、財務戦略、グルー
プ経営、DX推進）を持って、経営
基盤の強化に取り組んでいきます。
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